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研究成果の概要（和文）：コンテンツ・バランスの管理をするために，段階的にテストを実施するコンピュータ
適応型テスト, すなわち，マルチステージテスト（MST）を，オープンソースの学習管理システム（LMS)である
Moodle上に開発し，小規模でもMST実施が可能であることを確かめた。受験者が「難しい問題が出ても問題数が
少ないテスト」よりも「問題数が多くても易しい問題が出るテスト」を選ぶ傾向があることを、パイロットテス
トとインタビュー調査で確認するとともに、MSTの進め方について，実データをもとに検証した。

研究成果の概要（英文）：To manage the content balance, we developed a multi-stage test (MST) on 
Moodle, an open-source learning management system (LMS). It was confirmed that a MST can be 
implemented on a small scale. We confirmed through a pilot test and interview survey that 
test-takers tend to choose "tests with many questions but easy questions" rather than "tests with 
few questions but difficult questions," and we also verified the routing algorithm based on actual 
data.

研究分野：外国語教育

キーワード： コンピュータ適応型テスト　マルチステージテスト　オープンソース　学習管理システム　コーパス分
析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
テストのコンテンツ・バランスの管理は，テストの妥当性に深く影響を与える重要な問題であるが，本研究が示
した複数の設問を束ねていくつかの段階を踏むMSTは、従来の単問形式のCATよりも，コンテツ・バランスの管理
が容易であり，小規模でも既存のアイテムバンクがあれば実現可能であることを示した。本研究のテスト項目
は，コーパス分析に基づく英語の語彙に関する設問であるが，本研究により開発されるMSTのシステムが，オー
プンソースで提供・公開されることは，外国語教育のみならず，多様な分野の教育評価にとっても，その意義は
大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) ICTの外国語教育への活用とオープンソースの台頭：1990年代以降 ICTの外国語教育への
利用は急速に進展している。中でも、受験者の能力に合わせて出題項目を選択する CATによる
評価は、学習者と教育者の両者に様々な面で利点がある。一方、オープンソースの台頭も目覚し
く、Moodle に代表されるオープンソースの学習管理システム（LMS）の登場だけでなく、 コ
ンピュータ・アダプティブ・テスト（CAT）開発に欠かせないソフトウエア（項目応答分析、シ
ミュレーション分析、CAT アルゴリズム設計など）もオープンソースで開発されるものや無償
で提供されるものが増えてきた。パーソナル・コンピュータの飛躍的な処理能力向上とあいまっ
て、CAT開発は、多額の予算を投じなくとも可能な時代となった。 
  
(2)コーパス分析の外国語教育への応用：コーパス分析の外国語教育への応用は、辞書編纂や教
材作成等をはじめとして、直接的・間接的に様々な場面で行われている。コーパス分析に基づい
たテスト項目の作成と、それを使ったテスト開発の試みもなされており、こういった作問アプロ
ーチはテストの妥当性（validity）と真性（authenticity） を確保するものである（引用文献①，
②，③）。 
 
(3) CAT から MST へ：単問式の CAT より
も、複数の設問を束ねていくつかの段階を踏
む MST の方が、コンテンツ・バランスの管
理は容易なため、近年 MST の実用は増えて
きている。たとえば、図１は一般的に“1-3-3
モデル”と呼ばれる MST のテスト構造を模
式図で表したもので、3ステージ 7モジュー
ルからなる。第 1ステージでは中程度の問題
群 Mid を解答させ、その結果により第 2 ス
テージでは Low、Mid、High の 3 レベルに
分岐させる。さらに、第 2ステージの結果に
より第 3ステージで解答させる問題群のレベ
ルを決めている。モジュール単位でコンテン
ツ・バランスを調整することができるので、
従来の単問式の CAT よりも、コンテンツ・
バランスの管理が容易になる。特に小規模
CATの場合は、MST方式にした方が、アイ
テムバンクの項目を無駄なく使えることが、
先行研究調査と関連学会への参加で明らかになった（引用文献④，⑤）。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、小規模 CAT用にコーパス分析に基づき構築された既存のアイテムバンクを
使って、MSTをオープンソースにより開発し、その仕組みを公開することである。そのために、
１）既存のアイテム・バンクを使って MST の開発を行い、２）MST のルーティング・アルゴ
リズムについて先行研究を参考に検討し、３）オープンソースに実装したMSTのパイロットテ
スト集まったデータと受験協力者へのインタビューにより考察する。 
 
３．研究の方法 
(1) コーパス分析に基づいた作成された英語の語彙テスト項目をもとに、先行研究において
連携研究者と構築したアイテム・バンクを使い、コンテンツ・バランスの管理をするための
MST を、オープンソースの学習管理システム（LMS)である Moodle 上に開発し、小規模でもオー
プンスースを使って MST 実施が可能であることを確かめるた。 
(2 )開発した MST のシステム上で、パイロットテストを実行して、テストデータを収集するとと
もに、受験協力者へのインタビュー調査により、受験者の心理的側面を探った。受験協力者がテ
ストを受けているコンピュータ画面を録画しておき，テスト終了後にそれを再生しながら，イン
タビューを行った．それぞれの場面でどのように考えて回答したか，第 1ステージ終了時にどの
ように考えて第 2ステージを選択したか，受験したテスト全体をどのように感じたか，について
話してもらった． 
(3) パイロットテストは，木村（2017）と同じ形式のもので，表１に示すように，2つのステー
ジ 4つのモジュールから構成されている。第 1ステージのモジュールについては，こちらで指定
したモジュールを受験してもらったが，第 2ステージのモジュールについては，第１ステージ終
了時に，「難しい問題が出ても問題数が少ないテスト」と「問題数が多くても易しい問題が出る
テスト」を選べる MST であった． 
  
 
 

図 1 MSTのステージとモジュール 



 

表１ 実施したMSTの構造と情報量 

第 1ステージ 第 2ステージ 

ﾓｼﾞｭｰﾙ名 TP 項目数 情報量 ﾓｼﾞｭｰﾙ名 TP 項目数 情報量 

CAT1-A 50% 9 2.25 
CAT2-A 50% 7 1.75 

CAT2-B 80% 11 1.76 

CAT1-B 80% 14 2.24 
CAT2-A 50% 7 1.75 

CAT2-B 80% 11 1.76 

 
４．研究成果 
(1) コンテンツ・バランスの管理をするために，既存のアイテム・バンクを使って， MST を，
オープンソースの LMS である Moodle 上に開発し，小規模でも MST 実施が可能であることを確か
め，学会等で発表した。 
(2) 検討した 2つのルーティング・アルゴリズム（正答数によりルーティングを決める方法と，
能力推定値によりルーティングを決める方法）は、正答数によりルーティングの利点は計算が簡
便であることであるが，測定の精度と情報量の多さという点では，能力推定値によりルーティン
グの方が優れている傾向が確認された． 
(3) 発した MST のシステム上で、受験者が MST のステージを移行する際に, 目標正答確率を選
ぶことができる MST を実施し，受験者が「難しい問題が出ても問題数が少ないテスト」よりも
「問題数が多くても易しい問題が出るテスト」を選ぶ傾向があることを、パイロットテストとイ
ンタビュー調査で確認した。 
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